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概　要
　本稿は、本学人間文化学部で開講されている「社会調査及び実習1」で実施された調査の報告である。
調査テーマは中学生、高校生の携帯電話利用実態の把握である。実習ではすでに数回にわたりこの
テーマで調査を実施してきたが、今回はそれらを踏まえながらもさらに踏み込んで、「携帯電話利用
の中からどのようなコミュニケーション・ルールが見出されるか」を中心的な調査課題とすること
にした。
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１　調査の概要
1.1 調査の目的
　本調査は、本学人間文化学部で開講されている「社会調査及び実習1」という科目にお
ける学生実習として実施された。調査テーマは中学生高校生の携帯電話利用実態の把握で
ある。実習ではすでに数回にわたりこのテーマで調査を実施してきたが、今回はそれらを
踏まえながらもさらに踏み込んで、「携帯電話利用の中からどのような友人観や友人との
関係の取り方、そしてコミュニケーション・ルールが見出されるか」を中心的な調査課題
とすることにした。
　このテーマは、受講生と行ったディスカッションから得られた、以下のような「仮説」
から生み出されたものである。すなわち、中学生や高校生にとって携帯電話は何ら特別な
ものではなく、生活必需品であることは誰の目にも明らかである。デジタルネイティブ（幼
少期からネット環境が存在し、それらに慣れ親しんで育っている世代）という言葉さえす
でに死語になりつつあるような現在、中学生、高校生は「携帯電話でコミュニケーション
すること」を「リアルな」コミュニケーションと区別することなく、家族や友人やその他
の人たちとやり取りをすることの一部としてごく自然に行っている。だとすれば、携帯電
話の利用実態から見出されるのは「携帯電話を使うからこそ生まれる、特殊なコミュニケー
ション・ルール」なのではなく、「中学生、高校生が他者と関わる際に用いているルール
そのもの」なのではないだろうか。
　こうした「仮説」の下に、これまでに実施してきた携帯電話利用調査を踏まえながら、
中学生、高校生における友人観、友人との関係の取り方、コミュニケーション・ルールを
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浮き彫りにすることを目的として、調査をデザインすることにした。
1.2 調査の対象
　2007年以降、継続して調査にご協力いただいている、宇都宮市内の中学校、高等学校に
今回も協力を依頼した。それぞれ一校ずつである。
　回答者数は、合計で1271レコード。詳細は、2.1の回答者属性を参照。
1.3 調査の期日
　中学校、高等学校が夏休みにはいる直前のホームルームを使って行ったため2012年の７
月上旬に実施した。６月末日には、調査票を当該校に持ち込んでいる。
1.4 調査事項
　回答者属性として性別と学年を聞き、以降、問１～問23で構成されている。調査票は、
A-１に添付している。
1.5 調査の方法
　６月上旬、調査票のドラフトができあがった時点で本学の学生に対して予備調査を行い、
108レコードのデータを収集している。これを用いてマークシートからのデータ化、エラー
処理の実際のトレーニングを行い、本調査への準備を行った。なお、この大学生レコード
は、実際の分析においては除去している。
　こうして準備された調査票をもちいて、中学、高校の各クラスのホームルームを使い、
担任の先生に調査手順書をお渡しし、実査をお願いしている。すべての調査が終了したの
ち、中学校、高校ごとに回収にうかがった。
1.6 集計及び結果の公表
　2012年11月10-11日に開催された「作新祭」の際に、第３教育棟の壁面を利用し、調査
データ分析の中間的な報告を行った。その時に用いた資料の一部、また、様子については、
A-４を参照。
　また、本論文によって、データの詳細集計を含めた報告を行っている（A-３「基本集計表」
参照）。
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２ 調査結果の分析
2.1 回答者属性
　集計の詳細はA-３の表「回答者属性」を参照
のこと。このデータをもとに学年と性別について
作成したmosaicplotを右に示す。学年の人数、性
別の分布など、若干男性が多い（57.1％）がほぼ、
同程度であると判断される。
2.2 「あなたは携帯をもっていますか？」（問１、問23）
　携帯電話の所持（問１）に関する傾向は、従来の調査と変化はない。中学生のうちは徐々
にふえていき高校生になるとほぼ100%の生徒が所持している。しかし、これも例年明ら
かになることであるが、高校二年生の所持率が若干減少している。この傾向は、総務省の
調査でもみられるものである。
　なお、携帯をもっていない理由を問23で
きいている。
　以前はもっていたが親に解約された、と
いうのは、高３の75%。親に反対されたが
47%、自分が必要だと思わないが、37.6%で
ある。自分で必要だと思わないが多いのは、
高校１年と２年で、進学したら買ってもら
えるが多いのは（当然だが）中学生となっ
ている。
図１　回答者属性
図２　問１携帯を持っていますか
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2.3 メアド交換、教えるをめぐったルール（問２-４）
　メアド交換に関しては、基本的には「誰
とでも交換する」のであり（問２の３）、
もし、事前の連絡なしに教えられていると
「事前に一言欲しかった」（問３の３）と思
い、教えてほしいという依頼があれば「連
絡を入れてから教える」（問４の１）、とい
うように、お互いの同意を尊重することは
当たり前のルールになっている。
　ただし、メアドは交換しない（問２の４）、
友達のメアドの問い合わせには、応じない
（問４の３）も一定数存在している。中学
一年生にこうした反応が多いのは、携帯を
持ち始めて、親や学校から利用上の注意を
厳しく言われているからかもしれない。なお、中１は、友達が自分に確認せずに人にアド
レスを教えていた場合、不快に思う、の割合も多い。
図３　問２.あなたは顔見知り程度のクラスメイ
トから「メアド交換しよう」と言われま
した。あなたならその人とメアドを交換
しますか？
図４　問３.友達の友達から「○○さんから教え
てもらったんですが〜」のように、友人
が自分の連絡先を知らない人に教えてい
た場合、友人の行為をどう思いますか？
図５　問４.友達からあなたと仲良しの子のアド
レスを教えて欲しいとメールが来ました。
あなたならどうしますか？
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2.4 返信をめぐるルール（問５、６、17）
　用事で返信ができない状況になるときに
「○○だからまたね」という通知を送るか
どうかの設問がある（問５）。このような
ことを気にしていること自体が驚きであっ
たが、回答内容はさらに驚きであった。つ
まり、生徒たちは、このような「すぐに返
信できない状況にいます」サインを「だい
たい送る」というのだ。ただ、送らないと
いう傾向は、学年が上になるにつれて増え
ている。使い始めてしばらくは、すぐに返
信をしないことへのリアクションを過度に
恐れている可能性がある。
　また、問６で返信のタイミングを聞いて
いる。メールという非対面の状況で、相手
がなにをしているかを気遣う行為を聞いている。返信の基本は、「なるべく早く返信」（選
択肢４）であるが、早すぎる返信（選択肢５）、遅すぎる返信（選択肢６）のように相手
の状況を気遣って考慮する回答はすくないもの一定数存在することがわかった。
　なお、問17で、寝ている時間を考えてメールを送るかどうかを聞いている。これは、「は
い」「どちらかと言えばはい」をあわせると、80%近くになる。やはり、携帯メールは電
話の延長だと理解されているのだろう。パソコンメールからメールを使い始めた世代に
とっては、メールは相手が都合のよい時に読むものであり、相手がすぐ読むか、応答でき
るか、ということは考慮されることはない。しかし、メールといえば携帯メールを意味す
る世代にとっては、メールは電話の隣に位置している。
　なお、この問17の「はい」、「どちらかと言えばはい」、の回答でも中１の回答は「はい」
単独で65.2%に達している。相手の状況を配慮しながら、操作している姿が目に浮かぶ。
同様の質問を来年度してみれば、利用上の慣れによっての変化を測定することができると
考えられるので、継続して聞いていきたい。
図６　問５.あなたは友達とメールしている最中、
用事などでしばらくメールの返信ができ
なさそうになった場合、「○○だから、ま
たね」などのメールを送りますか？
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2.5 「好きです告白」をめぐるルール（問７-11）
　自分が告白される側であれば、メールでもらうのも嬉しいが、直接いって欲しい、と思っ
ている（7.1（嬉しい）、7.2（直接言って欲しい））。それに対応するように、自分が告白す
る側になっても、直接あって伝える（8.4）が最も多いが、他のメール、電話、手紙を選
ぶ理由の最上位は、「面と向かわないでいえる」になっている。
　告白は、「直接」、ということのようであ
る。なお、問８の8.1「メールでつたえる」
と8.4「直接あって伝える」のクロスをとると、
のように12%程度は、「メール」でも「直接」
でも、を選択している。
2.6 仲直りをどうやるか（問12-15）
　喧嘩の仲直りの場合、メールと対面は、
どのように使われているだろうか。謝罪行
為は、「メールで謝罪」と「対面謝罪」と
両方とも50%を越えている。なお、この選
択肢のクロスをとると、両方を選んでいる
ものは、21%ほどいる。
　なお、非対面であるメール、手紙のメリッ
トとしては、「文面をじっくり考えること
図７　問７.あなたが好きな人、あるいは付き
合ってもよいと思っている人から「あな
たのことが好きです。つきあってくださ
い」と、メールがきました。あなたはど
う思いますか？（MA）
図８　問12.あなたは友人と喧嘩をしてしまい
怒ってお互い帰ってしまいました。しか
し、冷静になってきて喧嘩をしたことを
謝り、関係を修復しようと思いました。
どのような手段を用いますか？（MA）
表１　告白手段の選択
表２　謝罪手段の選択
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ができる」、があげられている。謝罪は丁寧に、ということの表れと考えられるだろう。
2.7 友達の維持と携帯電話（問19、20）
　携帯電話なしでは生活ができないくらい、
携帯電話は生徒たちの必需品になっている
といわれている。では、友達をつくること、
友達関係を維持することに対して、携帯電
話はどのように位置しているのだろうか。
　問19では、維持について聞いているが、
19.2「学校で直接自分から話しかける」が
73.5%と、「メールのやりとりを中心にす
る」（19.1）の18.9%を大きく上まわってい
る。また、問20で、携帯電話なしでも友人
関係を維持できるかどうか、という質問に
は、「はい」「どちらかといえばはい、」合
計すると、90%近くが、できると答えている。携帯はなければ困るし、あれば活用するが、
友人関係は、それがなくても、くずれるようなものではない、と思っているようである。
2.8 携帯電話と対面会話の使い分け （問21、22）
　メールをつかって誤解された経験（問
21）、また、メールでしか言えなかったこ
との経験（問22）は、70%程度となっている。
これらの経験がない、答えているのは、問
21、問22ともに、中１であった。これから
経験していくということなのだろう。
図10　問21.メールのやり取りで内容が相手に
正確に理解されなかったことがあります
か？
図９　問20.携帯電話なしでも、今の友人達と
同じ友好関係を保てますか？
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３　まとめ
　以上見てきたように、いたって常識的（つまり、携帯に依存するような傾向ではなく、
対面コミュニケーション、電話、手紙などと融合させて、使いこなしている、という意味）
な、コミュニケーション・ルールが見える。
　中学一年生が特異な傾向を示しているが、これは、使い始めてからの期間が短いための
傾向と考えられる。
　調査が７月であるため、中学に入学してから持始めたとして、３カ月の段階での反応と
いうことになる。
　なお、来年度以降も調査対象校のご協力が得られるのであれば、生徒たちの学年があが
るにつれてコミュニケーション・ルールがどう変化するのかを測定できるよう調査票をデ
ザインし、調査を継続していきたいと考えている。
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A-1　調査票
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A-2　回答用紙（マークシート）
　今回も使用したのは、スキャネット株式会社の汎用マークシートシート（SN-0044）で
ある。これを、調査票の設問形式にあわせてカスタマイズを行っている。
・スキャネット株式会社 http://www.scanet.jp/
　Ａ５ 10択、30問 SN-0044 （http://www.scanet.jp/items/sn0044.html）
　　　属性は、11桁数字。
　「かんま君２」というソフト（ユーザ登録のみで利用できる）を用いてデータ化すると、
タブ（UU）およびタブ（SGU）のような形式のExcelデータとして取得される。これを、
スクリプトを用いて項目展開する。
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A-3　基本集計表
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A-4　学園祭（「作新祭」2012年11月10日～11日）での調査実習中間報告のパネル展示
